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下で､ 大 きな振幅 を持った過渡的電圧瀬野 (TO)が
報告 されてお り､ その発生メカニズムはNBNと同様 に
議論 されている｡ 擬一次元導体の一つK8.38#003
(ブル ーブ ロ ンズ )は常圧では180Rでバイエルス
転移_を_超 こし､_ユpCOm_e_nSV.ra.teCDYが形成 される｡
_電解法 によD 作成-した単結晶を用1ヽ てCDyに対す る
-庄一カ効ー果 を抵抗の温度依存､1-Ⅰ.-･V曲線､-1相打､一･TOに
-つ いて調べ た｡-
I(~1)Static LProperties (E<ET):図 1に
~~常圧 と8kbarで~の~抵抗の海度依存を示す｡ 常圧で は
バ イエルス転移温度Tp=180X､ バ イエルスギ ャップ
AOは A8/kB=1150Kである｡ 比 A8/kBTpは6.5と
見積 られ､ 擬一次元のゆ ちぎの効果 を示す｡ 圧力に
対 してTpとAOは1%/kbaLr.1.5%/kbarの割合で
各々減少す る (図 2)｡
これ らの結果 は静水圧め下で_CDYチ ェイン間の
相互作用が増大 し､ ネスティングのエネルギ ーが
減少 したことを示 す｡ 図-3の棟 に比 A8/kBTpが
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(2)しきい電場 ET :図 4にI-V曲線 か ら
得 たETの過度変化 を常圧 と8kbarの場 合 に
つ いてプ ロ ッ トした｡ 低海側では圧力 に
対 して減少 し､ 70K近傍で交差 して高温 側
では噂 大 した｡ 高海側での増大 は､ CDyに
凝縮す る電子数密度の減少 で説 明 され そ う
で ある｡ 一方､ 高海側 での減少 は隣合 うC川
チ ェイ ン問の相互作用が 強 くな った結果､
C岬の位相 卓の相関領域が 増大す るこ とに
起因す る｡
(3)SlidingState (E>ET):CDyが'並進 す るとき速度 の相 関領域 は有 限 で
あ るが､ この領域 内では速度の相関が 完全で ある (剛 体 モデル )と仮定す る羊と
によって､ 振軌_電圧の.振幅AVと､ CDV電流 による電圧降 下Vctmとの比 AV/VcDuは､
CDYの速度の相関領域 を_Vuとす-る と､ Vul/-2に比例_す る｡ NBNの スペ ク トルか ら
見積 ら･れ.た比-AV/VcDUを試料 に-･流れ-る電涜 に対 して示 した く図 5)｡ 岬Nで親潮 --
され たslidingの定常状燈 では､ 圧力 によって速度の相 関常域 は増大す るこ とを
示 している｡ 一方､ 図 6には過渡的電圧振動 のフ ー リエ 変換 か ら見積 った振幅 を
示 した｡ しきい電場直上 を除 い~て圧 力効果 は見 られず､ 剛体モデルか ら得 られた
曲線 (図の波線 )に何れの圧 力 に対 しても良 くフ イッ トしてい る｡ Ci川の動 き始め
での速度の相 関舘域 は定常状愚 に比べ て非常 に大 き く､ 常圧で既 に上 駿 まで達 し
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